
第１回下野市産業振興計画策定委員会 

日時 平成２６年６月２５日（水） 

午後２時から 

場所 国分寺公民館会議室 

１．開  会 

 

２．委嘱状交付 

 

３．あいさつ 

 

４．自己紹介 

 

５．議  事 

 （１）委員長、副委員長選出 

 

 （２）策定委員会の運営について 

 

 （３）産業振興計画策定スケジュールについて 

 

 （４）産業振興計画構成（案）について 

 

 （５）アンケートについて 

 

 （６）その他 

 

６．閉  会 

 

 

配布資料 

 資料１ 下野市産業振興計画策定委員会設置要綱 

 資料２ 策定委員会の運営について 

 資料３ 産業振興計画策定スケジュール 

 資料４ 産業振興計画構成（案） 

 資料５ アンケート調査の概要（案） 

資料６ 下野市産業振興計画策定のための商工会員アンケート調査票 

 資料７ 下野市産業振興計画策定のための立地企業アンケート調査票 



氏名

中尾　久 学識経験者

岡本　晃 下野市商工会青年部

原　貞夫 下野市商工会

津野田　仁大 石橋商工会青年部

南　俊郎 石橋商工会

長谷川　増夫 下野市立地工場連絡会

川西　礼緒奈 柴工業団地協議会

植草　英一郎 南河内地区

稲葉　寿幸 下野市商工会事務局

上野　光春 石橋商工会事務局

砂岡　榮子 ６次産業

大門　利雄 下野市観光協会事務局長

大塚　裕明 金融機関

松本　富佐子 公募

下野市産業振興策定委員会名簿



下野市産業振興計画策定委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 下野市の地域産業の振興に関し、長期的な視点で戦略的な取り組みを定

める下野市産業振興計画（以下「計画」という。）を策定するため、下野市産

業振興計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、計画の素案を作成し、市長に報告するものとする。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員１５人以内で組織し、次に掲げる者のうちから市長が委

嘱する。 

（１） 学識経験を有する者 

（２） 市内の関係団体を代表する者 

（３） 市内の事業所を代表する者 

（４） 公募による市民 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から計画の策定の日までとする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に、委員長及び副委員長を置き、委員の互選により決定する。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたと

きは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ、これを開くことができ

ない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数の時は、委員長

の決するところによる。 

４ 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、その意

見を聞くことができる。 

資料 １ 



（庶務） 

第７条 委員会に関する庶務は、産業振興部商工観光課において処理する。 

（その他） 

第８条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員

長が委員会に諮って決める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、公布の日から施行する。 

（招集の特例） 

２ 第６条第１項の規定にかかわらず、最初に開かれる委員会は市長が招集する。 



（２）策定委員会の運営について 

 ① 会議の公開について 

   下野市自治基本条例第３２条第３項の規定により、原則公開とします 

 

 ② 会議を公開した場合の傍聴ルール（案）について 

  ・ラジオ、拡声器、録音機、写真機の類を携帯している方は入場できません。 

（委員長の許可を得た場合を除く。） 

  ・携帯電話等の電源を切るか、マナーモードにすること。 

  ・談笑したり、むやみに席を立たず、静かに傍聴すること。 

  ・乳幼児及び児童の入場はお断りします。 

 

 ③ 会議要旨について 

  ・議事録は作成せず、会議要旨を作成します。 

  ・会議要旨は、事務局で作成します。 

  ・会議要旨は、委員名は秘匿とし、下野市自治基本条例第３２条第４項の規定により

公開します。 

 

資料 ２ 



策定委員会 策定業務

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

（３）産業振興計画策定スケジュール

補足説明

4月

5月

6月

策定委員会内容及びアンケート説明

7月

商工会員・立地企業対象のアンケート調査（資料５）

補足ヒヤリング実施

8月

9月 アンケート分析結果報告

10月 骨子案協議

11月 計画案協議

12月

計画案協議

計画案によるパブリックコメント

3月

1月

パブリックコメントの意見を反映した最終計画案協議

2月 議会全員協議会報告

パブ 

資料 ３ 

アン

ケート 

調査 

集計 

分析 

骨子案

作成 

計画案

作成 

計画 

作成 



（４）産業振興計画構成(案) 

Ⅰ 産業振興計画策定の趣旨                              
計画の目的 

   本市の強みを活かし、市民や事業者をはじめ、多様な主体の連携・協働によって、市内の産業を

守り・育てるとともに、新しい産業を育む環境を整備し、将来像の実現に向けたまちづくりを進める

ための指針とする。 

計画の位置づけ 

   下野市総合計画後期基本計画（平成２４年度～平成２７年度） 

（第２次下野市総合計画基本構想・前期基本計画） 

 

下野市産業振興計画・・・下野農業振興地域整備計画・下野市観光振興計画 

計画の期間 

  平成２７年度～平成３１年度（将来像は１０年後を見据える） 

 

Ⅱ 社会経済情勢の変化                                 

 ・少子高齢化の進行 ・高度情報化の進展 ・地球規模での環境問題 

 ・価値観、ライフスタイル、消費行動の多様化 など 

 

Ⅲ 産業の現状と課題                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 産業振興の将来像と基本目標                            

将来像 

   本市の産業を発展させていくため、恵まれた立地条件を活かし、活力と魅力のあふれるまちを

目指す。 

 

 

 

基本目標 

   ■商工業の基盤強化           ■新たな産業の創出 

   ■雇用の創出・確保           ■地域ブランドの創出 

    

Ⅴ 施策と具体的な取組                              

商工業の基盤強化             雇用の創出・確保 

    金融支援の推進              企業立地支援の推進 

    市内企業の取引拡大            雇用の推進 

    市内企業間の交流推進          地域ブランドの創出 

個店の経営力強化             下野ブランドの推進 

    地域力の強化               産業資源の有効活用 

  人材の育成・確保             地域資源の有効活用 

   新たな産業の創出              結城紬の保存 

    産業資源の有効活用            情報発信の強化 

    地域特性の有効活用 

国・県の産業の状況 

国・県の取り組み状況 
産業振興上の課題 

・取り巻く環境整備にかんするもの 

・商業に関するもの 

・工業に関するもの 

・6 次産業に関するもの 

・観光産業に関するもの 

本市の特徴 

本市の産業の状況 

本市の取り組み状況 

将来像 恵まれた立地条件を活かし、○○○○○○○○ 

資料 ４ 



 

資料 5 実態・アンケート調査等の概要（案） 

 

 調査目的、調査項目等の概要 

１．社会経済動向と 

影響の把握 

（統計等の分析） 

 

 

 

調査方法：統計データ

の分析、資料収集調査 

実施時期：５月～９月 

内容①：下野市を巡る社会経済環境の動向 

・地域開発･整備動向 ・産業立地動向 ・観光集客・商圏等動向 

・産業政策動向等 

内容②：下野市内・周辺地域の産業盛衰動向 

・商業 ・工業 ・建設業 ・運輸業 ・事業サービス業 ・農業 

・商店街 ・観光関連産業 ・研究開発機能など 

内容③：立地環境と、地域資源の賦存状況と活用可能性 

・農林水産資源 ・観光資源 ・人材資源 ・用地 など 

 

２． 事業者の実態と意

向の把握 

(1)商工会員 

アンケート 

 

調査方法：郵送配布･

郵送回収 

実施時期：７～８月 

①目的：市内事業者の実態から現在の問題･課題を把握し、事業者の

今後の経営意向、施策ニーズを捉えるため。 

②対象：市内の商工会会員約 1,100 件 

③設問：１）経営の現状等 ２）経営上の｢強み｣と問題課題 ３）今

後の経営方針  ４）立地条件、事業環境の評価 

５）製造業等の状況  ６）小売業、飲食店等の状況 

７）行政施策等への評価と要望等  ８）回答社･店の所在地、

経営者年齢 

 

 

(2)立地企業 

アンケート 

 

 

 

調査方法：郵送配布･

郵送回収 

実施時期：７～８月 

①目的：市内に進出立地した企業から、今後の動向、本市の産業立地

環境評価と、誘致に効果的施策等の意見･要望を捉えるため。 

②対象：市内の工業団地立地企業など約 100 社 

③設問： １）市内事業所の現状等 

２）下野市の事業所立地環境の評価等 

３）今後の見通し･方向 

４）市に期待する産業振興と行政施策等 

５）事業所の所在地等 

 

(2)事業者等ヒアリン

グ 

 

 

調査方法：訪問ヒアリ

ング 

実施時期：６月～９月 

①目的：アンケート結果等を補い、産業連携の実態や問題課題・施策

要望の背景などを具体的に聴取するため。 

②対象：商工会役員・事務局、進出企業など 

③ヒアリング項目：１）商工会の事業･活動の状況 

２）進出立地企業の今後の動向と行政への要望･意見 

 

 



下野市産業振興計画策定のための商工会員アンケート 

調 査 票 

 

 

 

 

（ご協力のお願い） 

時下 益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は、下野市の市政、産業振興にご協力頂

きありがとうございます。 

 さて、本市では市内産業事業者の皆さんのご協力を得ながら、広範な産業の振興を図る「下野

市産業振興計画」を、本年度に策定することに致しました。 

 この計画策定に当たって、市内で商店、工場、サービス業、建設業などを営んでおられる事業

者の皆さんの問題課題や商工業振興政策へのご要望などを伺い計画内容に反映するため、市内の

商工会会員（1,100人）の皆さんにアンケートをお願いすることに致しました。 

 ご回答内容は統計的に処理し、個々の企業名が外に出ることは絶対にありません。 

皆さまには、業務ご多忙のところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨にご理解賜り、ご協力ください

ますようお願い申し上げます。 

 平成 26年 7月 

下野市産業振興部商工観光課 

 

 

 

 

【ご記入に当たってのお願い】 

 

● 調査票は返信用封筒に入れ、平成 26 年８月 10日（日）までに郵便ポストにご投函下さい。 

● 下野市内に本社本店がある支社支店等の場合は、本社本店でお答え下さい 

● 回答は調査票に直接ご記入し、選択肢では、当てはまる番号に○印を付けて下さい。 

● この調査に関するお問合せは、下記までお願いいたします。 

〒329-0493 栃木県下野市田中６８１番地１ 商工観光課 

電話：0285-48-2112 FAX：0285-48-1424 E-mail：syoukoukankou@city.shimotsuke.lg.jp 

 

 



 １ 

１）経営の現状等について伺います 

問 1 貴社･貴店の業種は何ですか？（該当する番号に○印を、主な 1 つに◎印を） 

１．農林水産業    ２．建設業     ３．製造業       ４．情報通信業 

５．運輸業      ６．卸売業・小売業 ７．不動産業      ８．宿泊業・飲食業 

９．生活関連サービス業・娯楽業      10．教育･学習支援業   11．医療･福祉業 

12．自動車整備業、機械修理業       13．事業サービス業   14．個人サービス業 

15．その他（具体的に                     ） 

 

問 1-1 事業内容、主な製品･業務は？（具体的に記入下さい） 

（例: 左官、自動車部品ネジ製造、ブティック、喫茶店、清掃、訪問介護、美容院） 

 

  

問 2 事業所形態は次のいずれですか？（該当する番号に○印を） 

１．単独事業所    ２．本社、本店   ３．支社、支店（本社本店は下野市外にある） 

 ※ 下野市内に本社本店のある支社支店等の場合は、本社本店でお答え下さい。 

問 2-1 事業所の所有関係は次のいずれですか？（該当する番号に○印を） 

１．自己所有（会社、経営者所有を含む）  ２．賃借 

３．その他（                              ） 

問 3 貴社･貴店の従業者数（経営者を含む）は次のいずれですか？（該当する番号に○印を） 

１．４人以下     ２．５～９人    ３．10～29人    ４．30～99人 

５．100人以上 

問 4 年間売上高はどの程度ですか？ （該当する番号に○印を） 

1. ５００万円未満     2. ５００万～1 千万円未満  3. １千万～３千万円未満 

4. ３千万～５千万円未満  5. ５千万～１億円未満    6. 1 億～5 億円未満 

7. ５億～１０億円未満   8. １０億～３０億円未満   9. ３０億円以上 

問 5 ３年後の売上高は、現在と比べて何倍になりそうですか？（該当する番号に○印を） 

１．0.5倍未満    ２．0.5～0.9倍   ３．0.9～1.1倍   ４．1.1～1.5倍 

５．1.5倍以上 

問 6 過去３年間の収益の状況は、次のいずれですか？ （該当する番号に○印を） 

1.黒字     2.赤字     3.収支トントン     4.変動が大きい 



 ２ 

２）経営上の｢強み｣と問題･課題について伺います 

問 7 貴社･貴店の｢強み｣は何ですか？ （該当する番号に○印を･３つまで） 

１．ブランド力のある製品・業務  ２．優れた品質力    ３．迅速な顧客対応力   

４．価格競争力          ５．企画・開発力    ６．営業開拓力 

７．強固な財務基盤        ８．優れた人材が多くいること 

９．顧客の信頼          10．取引先の信用力 

11．その他（具体的に                ）  12．特に無い 

 

問 8 貴社･貴店が現在抱える問題は何ですか？（問 8-1 問題事項の該当する番号全てに○印を、

また、問 8-2各事項の問題内容についても、該当する番号全てに○印を） 

問8-1 現在抱える問題事項 

（該当する全てに○印を）▼ 

問 8-2 問題の内容は何ですか？ 

（該当する問題内容の全てに○印を） 

１．商品、サービスへの需要 
１．需要不足     ２．需要減尐     ３．需要急増 

４．需要不安定    ５．その他（            ） 

２．製品、サービスの品質 
１．品質が低い    ２．過剰品質     ３．品揃え不足 

４．品質にバラツキ  ５．その他（            ） 

３．事業所施設 
１．施設が狭い    ２．設備の不足    ３．過剰設備 

４．老朽化､性能が低い ５．その他（            ） 

４．現場人材 

１．余剰人員     ２．人員の不足    ３．スキル不足 

４．人員の高齢化   ５．若手の採用難 

６．その他（                        ） 

５．事業の後継者 １．後継者がいない       ２．後継予定者が経験不足  

６．調達先、仕入先等 
１．調達・仕入先の不足     ２．外注加工先の不足 

３．品質に難がある     ４．その他（            ） 

７．仕入品等の価格アップ 
１．仕入商品     ２．調達原材料    ３．燃料、電力 

４．機材経費     ５．その他（            ） 

８．事業の採算性 １．採算性が低い   ２．採算性が悪化   ３．変動が大きい 

９．競合､競争 
１．顧客・取引先が奪われる   ２．低価格競争 

３．差別化できない  ４．その他（            ） 

10．資金調達 １．設備投資などが困難     ２．仕入など運転資金が困難 

11．広告宣伝 １．広告宣伝が上手くできない  ２．経費負担が重い 

12．事務処理等 
１．人手が取られる       ２．経費が掛かる 

３．経営分析ができない ４．その他（           ） 

13．経営ノウハウ 

１．事業拡大、新分野進出等のノウハウが不足 

２．科学的経営管理ノウハウが不足 

３．企業･業務提携のノウハウが不足 

４．その他（                        ） 

14．その他の問題がある 
具体的に） 



 ３ 

３）今後の経営方針について伺います 

問 9 今後の経営方針をどのように考えていますか？ （お考えに近い番号に○印を） 

１．規模を拡大する       ２．現状維持        ３．規模を縮小する 

４．廃業の方向         ５．わからない  

６．その他（                                  ） 

 

問 10 貴社･貴店では、今後次のような取組みの可能性はありますか？ 

問 10-1 可能性のある取組み 

（該当する全てに○印を）▼ 

問 10-2 取組み内容は何ですか？ 

（該当する全てに○印を） 

１．現在事業の販路開拓・ 

市場拡大 

１．市内他地区に進出    ２．国内他地域へ進出 

３．海外進出        ４．その他（            ） 

２．新製品、新サービスの 

開発･販売 

１．新製品開発       ２．新サービス開発 

３．品揃え刷新       ４．その他（            ） 

３．生産・営業拠点等の移転､

新増設 

１．工場新増設       ２．新規出店 

３．市内で移転       ４．市外へ移転 

５．その他（            ） 

４．技術力向上､研究開発力の

強化 

１．技術人材等の採用    ２．開発部門の新設 

３．その他（            ） 

５．提携、合併による事業強化 
１．小売チェーン加入    ２．協同組合化 

３．他社と合併       ４．その他（            ） 

６．業態の転換 
１．下請から自立      ２．コンビニ店化 

３．修理等サービス業へ   ４．その他（            ） 

７．新しい事業分野への参入 
１．事業領域拡大      ２．副業で収益補完 

３．低収益事業から転換   ４．その他（            ） 

８．その他、可能性のある 

取り組み 

具体的に） 

 

問 11 貴社･貴店の今後 3年間の雇用見通しはどうですか？  

問 11-1 従事者数の減少･削減の見込み（定年退職を含む）は？ 

  １．無い        ２．ある ⇒ 何人か？（     人位） 

問 11-2 従業者数の増加･採用の予定 

  １．無い        ２．ある ⇒ 何人か？（     人位） 

問 11-3 職種別の増減はどうですか？ 

（増加する職種の番号に○印を、減尐する職種の番号に△印を） 

  １．販売員       ２．製造工程作業者    ３．サービス業務作業者 

４．研究開発技術職   ５．営業職        ６．事務職 

７．企画・管理職    ８．その他（                   ） 



 ４ 

問 12 貴社･貴店の市内工業団地や立地企業等との取引関係等について、現状と希望を伺います。  

 

【取引関係等の形態】 

問 12-1現在あ

る取引関係等 

(該当全てに○)▼ 

問 12-2希望

する取引等 

(１つに○)▼ 

１．立地企業関連の事業をしている（警備など） １ １ 

２．立地企業関連の事業をしている（ﾒﾝﾃﾅﾝｽなど） ２ ２ 

３．立地企業に資機材の供給等をしている(部品加工等) ３ ３ 

４．立地企業に商品等を販売している(自販機､弁当､用品等) ４ ４ 

５．市内立地企業とは、その他の取引関係がある ５ ５ 

６．取引関係等は特に無い（希望しない） ６ ６ 

  

４）下野市の立地条件、事業環境の評価について伺います 

問 13 貴事業にとって、現在地（下野市域､地元商店街等）の立地条件の評価はどうですか？ 

（当てはまる番号に○印を） 

①集客、顧客が来訪するための交通条件は？ １．良い ２．悪い ３．どちらとも言えない 

②物流のための交通輸送条件は？      １．良い ２．悪い ３．どちらとも言えない 

③地価、地代など用地コストは？      １．良い ２．悪い ３．どちらとも言えない 

④街路、下水など都市基盤の整備状況は？  １．良い ２．悪い ３．どちらとも言えない 

⑤人口、産業の集積など都市の活力は？   １．良い ２．悪い ３．どちらともいえない 

⑥総合的に見て事業する地域の魅力評価は？ １．良い ２．悪い ３．どちらともいえない 

⑦現在地の事業地域としての長所と短所は何ですか？  

具体的に） 

 

 

 

 

５）製造業、対事業サービス業の方に伺います 

問 14 顧客、納品先の主な所在地はどこですか？ （主な１つに○印を） 

１．地元町内･集落   ２．その他下野市内  ３．県内       ４．関東 

５．日本全国     ６．海外       ７．その他（           ） 

問 15 外注先、調達先の主な所在地はどこですか？ （主な１つに○印を） 

１．下野市内     ２．栃木県内     ３．関東       ４．全国 

５．海外       ６．その他（           ） 



 ５ 

問 16 下野市内に事業所を置く主な理由は何ですか？ （主な１つに○印を） 

１．取引先に近い   ２．物流に便利    ３．用地コストが適当 ４．創業の地だから 

５．その他の理由（具体的に                            ） 

 

６）小売業、飲食店、対個人サービス業（ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ､理美容､ﾏｯｻｰｼﾞ等）の方に伺います 

問 17 貴店の主な顧客はどんな方ですか？（主な１つに○印を） 

１．近隣住民     ２．市内と周辺市民     ３．周辺事業所、従業者 

４．観光客      ５．その他（              ） 

問 18 近隣商店同士の話し合いや交流はありますか？（主な１つに○印を） 

１．地域の商売を盛り上げる話をしている  ２．商売の話は無いが地域の祭り等には協力 

３．近隣居住者としてのあいさつ程度    ４．交流は全くない 

問 19 地域の生活利便や活性化のために、お店や地域などで実施していることはありますか？  

 
問 19-1 お店単独で実施 

 (該当全てに○) ▼ 

問 19-2 地域･仲間で実施 

（該当全てに○)   ▼ 

１．ポイントサービス １ １ 

２．特売日、共同売出し ２ ２ 

３．季節の装飾・店前の花植え ３ ３ 

４．配達サービス ４ ４ 

５．福引き・景品 ５ ５ 

６．開店閉店時刻の調整 ６ ６ 

７．街並の清掃 ７ ７ 

８．その他 
具体的に） 

 

７）下野市に期待する産業振興と行政施策等への評価について伺います 

問 20 貴社・貴店が、下野市で振興して欲しいと思うのは、どのような産業ですか？ 

（望むものの番号に○印を・2 つ以内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的に) 

１．世界に誇れるような先端的な製造業      ２．安定して働ける雇用が多い産業 

３．街の賑わいを生む商業や娯楽産業       ４．伝統技術等を継承できる伝統的産業 

５．創業や事業転換で参入できる福祉医療系産業  ６．市外から多くの来客を呼込める観光系産業 

７．市税収が増え財政を豊かにする産業      ８．安心して暮らせる生活支援サービスの産業 

９．特産品を活用した経済波及効果の大きい産業  10．成長著しい情報やソフトウエア系の産業 

11．その他 



 ６ 

問 21 現在、下野市や商工会が行っている商工業振興の施策や事業を評価してください。 

    問 21-1産業振興策の評価（ア～ソのそれぞれで該当する番号に○印を） 

問 21-2利用や参加した施策等がありますか？（該当する記号に○印を）▼ 

して下さい 

 

問 21-1 産業振興策の評価（ア～ソの

それぞれで該当する番号に○印を） 

問 21-2 利用や

参加したに○印 

ｱ.中小企業資金融資、利子補給 1.ある  2.ない  3.わからない ア 

ｲ.花まつり、産業まつり等のイベント 1.ある  2.ない  3.わからない イ 

ｳ.商店街の街並整備、街路灯等の設置 1.ある  2.ない  3.わからない ウ 

ｴ.プレミアム付共通商品券発行 1.ある  2.ない  3.わからない エ 

ｵ.企業誘致 立地企業奨励金交付 1.ある  2.ない  3.わからない オ 

ｶ.商工会活動への支援 1.ある  2.ない  3.わからない カ 

ｷ.中小企業退職金共済 1.ある  2.ない  3.わからない キ 

ｸ.商工会等の経営相談･指導 1.ある  2.ない  3.わからない ク 

ｹ.中小企業者向け講演会･講習会実施 1.ある  2.ない  3.わからない ケ 

ｺ.求職者への就業援助 1.ある  2.ない  3.わからない コ 

ｻ.雇用促進の情報提供等 1.ある  2.ない  3.わからない サ 

ｼ.観光ＰＲ事業、観光資源の活用 1.ある  2.ない  3.わからない シ 

ｽ.観光案内施設設置、貸し自転車 1.ある  2.ない  3.わからない ス 

ｾ.道の駅の運営、地域特産品の育成 1.ある  2.ない  3.わからない セ 

ｿ.コミュニティビジネス等の育成 1.ある  2.ない  3.わからない ソ 

 

問 22 貴社・貴店が、今後の産業振興のために期待する下野市の施策等を次の中から選んでくだ

さい （該当するもの全てに○印を、そのうち主なものに 3 つ以内で◎印を） 

 

1.道路の拡幅等インフラの整備 2.補助金等の情報提供 

3.駅周辺･市街地の駐車場など都市整備 4.従業員の能力開発への支援 

5.各地商店街の街並など環境整備 6.地元の人材育成への支援 

7.工場､物流企業の立地用地(工業市等)確保 8.売り先･仲介先の紹介､販路開拓への支援 

9.創業支援施設(工場アパート等)の整備､誘致 10.地元企業優先の下野市の調達 

11.異業種交流会等の開催 12.街の活性化イベントの拡充 

13.研究開発への支援 14.各地商店街の活性化支援、活動支援 

15.特産品開発への支援 16.ホームページ等での地元産業･企業紹介 

17.経営相談の充実、専門家等の紹介 18.空き店舗対策等タウンマネジメント支援 

19.融資制度の充実 20.市内観光振興・観光客誘致 

21.その他の政策  

  具体的に) 

 

 

 ◇ 次ページが最終です 



 ７ 

問 23 下野市の産業振興について、問題提起、ご提案、ご要望などを、お聞かせ下さい。 

自由にご記入ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）貴社・貴店の所在地、経営者について伺います （該当する番号に○印を） 

問 24 貴社・貴店の所在地は何地区ですか？  

１．旧石橋町        ２．旧国分寺町        ３．旧南河内町 

 

問 25 貴社・貴店の経営者の年齢は次のどの年齢層ですか？ 

１．34歳以下   ２．35 歳～49歳 ３．50歳～64歳  ４．65歳～74歳 ５．75歳以上 

 

以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。 

回答済みのこの調査票は、返信用封筒に入れて、 

８月 10日(日)までに 郵便ポストに投函下さい。 

 



下野市産業振興計画策定のための立地企業アンケート 

調 査 票 

 

 

 

 

（ご協力のお願い） 

時下 益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は、下野市の市政、産業振興にご協力頂

きありがとうございます。 

 さて、本市では市内産業事業者の皆さんのご協力を得ながら、広範な産業の振興を図る「下野

市産業振興計画」を、本年度に策定することに致しました。 

 この計画策定に当たって、市内工業団地等に立地して事業を行っている立地企業の皆さんから

事業所の立地･操業環境や産業振興政策に対するご意見･ご要望などを伺い、企業誘致や産業振興

計画に反映するため、市内工業団地等立地企業（約 100 社）の皆さんにアンケートをお願いする

ことに致しました。 

 ご回答内容は統計的に処理し、個々の企業名が外に出ることは絶対にありません。 

皆さまには、業務ご多忙のところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨にご理解賜り、ご協力ください

ますようお願い申し上げます。 

 平成 26年 7月 

下野市産業振興部商工観光課 

 

 

 

 

【ご記入に当たってのお願い】 

 

● 調査票は返信用封筒に入れ、平成 26 年８月 10日（日）までに郵便ポストにご投函下さい。 

● 下野市内事業所では回答しづらい場合は、本社本店でお答え下さい 

● 回答は調査票に直接ご記入し、選択肢では、当てはまる番号に○印を付けて下さい。 

● この調査に関するお問合せは、下記までお願いいたします。 

〒329-0493 栃木県下野市田中６８１番地１ 商工観光課 

電話：0285-48-2112 FAX：0285-48-1424 E-mail：syoukoukankou@city.shimotsuke.lg.jp 

 

 



 １ 

１）下野市内の事業所の現状等について伺います 

問 1 貴事業所の業種は何ですか？（該当する番号に○印を、主な 1 つに◎印を） 

１．農林水産業    ２．建設業     ３．製造業       ４．情報通信業 

５．運輸業      ６．卸売業・小売業 ７．不動産業      ８．宿泊業・飲食業 

９．生活関連サービス業・娯楽業      10．教育･学習支援業   11．医療･福祉業 

12．自動車整備業、機械修理業       13．事業サービス業   14．個人サービス業 

15．その他（具体的に                     ） 

 

問 1-1 事業内容、主な製品･業務は？（具体的に記入下さい） 

（例: 設備工事業、大豆加工食品、自動車部品ネジ製造、トラック･デポ、建機リース、警備業詰所） 

 

  

問 2 事業所の形態･性格は次のいずれですか？（該当する番号に○印を） 

１．単独事業所  ２．本社､本店  ３．支社･工場など出先事業所  ４．現地子会社 

 問 2-1 事業所の所有関係は次のいずれですか？（該当する番号に○印を） 

１．自己所有（会社、経営者所有を含む） ２．借地に自社施設 ３．土地建物とも賃借 

４．その他（                              ） 

問 3 貴事業所の従業者数（経営者を含む）は次のいずれですか？（該当する番号に○印を） 

１．４人以下 ２．５～９人 ３．10～29 人 ４．30～99 人 

５．100～299 人 ６．300 人以上 

問 4 年間売上高はどの程度ですか？ （該当する番号に○印を） 

１. ５千万円未満 ２. ５千万～１億円未満 ３. 1 億～5 億円未満 

４. ５億～10 億円未満 ５. 10 億～50 億円未満 ６. 50 億～100 億円未満 

７. 100 億～500 億円未満 ８. 500 億円以上 

問 4-1 ３年後の売上高は、現在の何倍になりそうですか？（該当する番号に○印を） 

１．0.5倍未満    ２．0.5～0.9倍   ３．0.9～1.1倍   ４．1.1～1.5倍 

５．1.5倍以上 

 

問 5 下野市内に事業所を置く主な理由は何ですか？ （主な１つに○印を） 

１．取引先に近い   ２．物流に便利    ３．用地コストが適当 ４．創業の地だから 

５．その他の理由（具体的に                            ） 



 ２ 

問 6 貴事業所の顧客、納品先など取引先の主な所在地はどこですか？ （主な１つに○印を） 

１．下野市と周辺   ２．栃木県内     ３．関東       ４．東日本  

５．全国       ６．海外       ７．その他（        ） 

問 7 外注先、調達先の主な所在地はどこですか？ （主な１つに○印を） 

１．下野市内     ２．栃木県内     ３．関東       ４．東日本  

５．全国       ６．海外       ７．その他（        ） 

 

２）現在地の事業所立地環境の評価等について伺います 

本市では、地域経済の活性化と就業機会の拡充のため、企業誘致に努めようとしていますが、

立地企業の皆さんの当地に対する評価や立地･操業環境改善への要望ご意見をお聞かせ下さい。 

問 8 本市の企業立地･操業環境をどのように評価していますか？ 

 問 8-1 貴事業所が重視する企業立地･操業環境の評価項目に○印を 

問 8-2 全ての評価項目について、項目ごとにレベル評価して、その番号に○印を  

問 8-1 重視する環境評価 

（該当する全てに○印を）▼ 

問 8-2 環境評価項目ごとのレベル評価は？ 

（全ての環境評価項目ごとに、該当するレベルに○印を） 

１．原材料等の入手の便 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

２．市場への輸送の便 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

３．労働力の確保 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

４．下請関連企業の集積 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

５．学術研究機関の集積 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

６．地価、用地取得の容易さ １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

７．高速道路網の利用の便 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

８．鉄道利用の便 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

９．街路･下水道など都市基盤 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

10．工業用水の確保 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

11．本社・親会社への近接性 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

12．県・市の立地助成金､税減免 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

13．市の誘致熱心さ、協力姿勢 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

14．高次都市機能の享受 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

15．社員の居住･子供の教育環境 １．良い  ２．普通  ３．難有り  ４．わからない 

16その他（具体的に 

 

               ) 

具体的に評価を記述 

問 9 貴事業所の事業･業務内容から見た場合、本市の事業所立地条件・操業環境の総合的な評価

は次のどのレベルになりますか？ （該当するレベルに○印を） 

１．良い   ２．やや良い   ３．普通   ４．やや悪い   ５．悪い 



 ３ 

問 9-1 どのような改善・対策を講じれば、立地条件など評価の改善や向上になりますか？ 

（該当するもの全てに○印を） 

１．渋滞解消など交通輸送環境の改善     ２．労働力確保が容易になる対策 

３．下水道、排水路等の都市基盤整備     ４．近隣住民の苦情の未然防止対策 

５．用地の取得・賃借が容易になる対策    ６．税の減免など立地優遇策の充実 

７．加工下請など外注先が得易くなる対策   ８．住宅､教育などの水準の向上 

９．情報通信インフラの整備・高度化     10．大学や試験研究機関との連携対策 

11．その他（具体的に                                ） 

 

３）今後の見通し･方向について伺います 

問 10 貴事業所の事業について、今後５年間の見通し･方向をどのように考えていますか？ 

（お考えに近い番号に１つ○印を） 

１．規模を拡大する       ２．現状維持        ３．規模を縮小する 

４．現在地の事業を休止･廃止   ５．わからない  

６．その他（                                  ） 

 

問 11 貴事業所では、今後５年間に、次のような取組みの可能性はありますか？ 

問 11-1 可能性のある取組み 

（該当する全てに○印を）▼ 

問 11-2 取組み内容は何ですか？ 

（該当する全てに○印を） 

１．現在事業の販路開拓・ 

事業エリアの拡大 

１．関東他地区に拡大    ２．国内他地方へ拡大 

３．海外へも拡大      ４．その他（           ） 

２．新製品、新サービスの 

開発・展開 

１．新製品開発･展開     ２．新サービス開発･展開 

３．製品･サービスの刷新   ４．その他（           ） 

３．生産・営業拠点等の移転､

新増設 

１．現在地で事業所増設   ２．市内他所で新増設 

３．市内で移転       ４．市外へ移転 

５．その他（            ） 

４．技術力向上､研究開発力の

強化 

１．技術人材等の採用    ２．開発部門の新設 

３．その他（            ） 

５．提携、合併による事業変化 
１．当事業所に集約する   ２．他事業所に集約される 

３．新機能が付加される   ４．その他（           ） 

６．業態･業務等の転換 

１．倉庫･配送など物流業務へ ２．修理等サービス業務へ 

３．研究開発・実験施設へ  ４．訓練･研修施設へ 

５．その他（                         ） 

７．事業地の売却・貸し地 
１．全部売却        ２．一部売却 

３．一部貸し地化      ４．その他（           ） 

８．その他、可能性のある 

取り組み 

具体的に） 

 



 ４ 

問 12 貴事業所の今後 3年間の雇用見通しはどうですか？  

問 12-1 従事者数の減少･削減の見込み（定年退職を含む）は？ 

  １．無い        ２．ある ⇒ 何人か？（     人位） 

問 12-2 従業者数の増加･採用の予定 

  １．無い        ２．ある ⇒ 何人か？（     人位） 

問 12-3 職種別の増減はどうですか？ 

（増加する職種の番号に○印を、減少する職種の番号に△印を） 

  １．企画・管理職    ２．製造工程作業者    ３．サービス業務作業者 

４．事務職       ５．運搬業務作業者    ６．営業職 

７．研究開発技術職   ８．その他（                    ） 

 

問 13 貴事業所と地元商工業者等との取引関係等について、現状と今後の希望を伺います。  

 

【取引関係等の形態】 

問 13-1現在あ

る取引関係等 

(該当全てに○)▼ 

問 13-2希望

する取引等 

(１つに○)▼ 

１．人材派遣業、警備業など関連サービス業との取引 １ １ 

２．施設設備メンテナンス、運送など関連業務の外注 ２ ２ 

３．部品の加工下請、資機材の卸供給などの取引 ３ ３ 

４．自販機､弁当､事業所消耗品等の納品や事業所内販売 ４ ４ 

５．季節工等の宿舎借り上げ、出張者用の提携宿泊施設など ５ ５ 

６．従業員用駐車場の借り上げなど ６ ６ 

７．その他の取引（具体的に               ） ７ ７ 

８．取引関係等は特に無い（希望しない） ８ ８ 

  

４）下野市に期待する産業振興と行政施策等について伺います 

問 14 貴事業所が、下野市で今後振興して欲しいと思うのは、どのような産業ですか？ 

（望むものの番号に○印を・2 つ以内） 

１．先端的な製造業              ２．新電力などエネルギー産業 

３．街の賑わいを生む商業や娯楽産業      ４．伝統技術等を継承できる伝統的産業 

５．福祉・医療系産業             ６．野菜工場などバイオ系産業 

７．通信、情報、ソフトウエア系の産業     ８．生活支援サービスの産業 

９．その他（具体的に                                    ) 

 

 



 ５ 

問 15 貴事業所が、今後の産業振興のために期待する下野市の施策等を次の中から選んでくださ

い。 （該当するもの全てに○印を、そのうち主なものに 3 つ以内で◎印を） 

 

1.道路の拡幅等インフラの整備 2.補助金等の情報提供 

3.駅周辺･市街地の駐車場など都市整備 4.従業員の能力開発への支援 

5.市内各地の街並など居住環境整備 6.地元の人材育成・教育への支援 

7.工場､物流企業の立地用地(工業団地等)確保 8.販売先･仲介先の紹介､販路開拓への支援 

9.創業支援施設(工場アパート等)の整備､誘致 10.工業団地の再開発による土地利用高度化 

11.異業種交流会開催等の企業間連携の仲介 12.商工会、団地協議会等の活動支援 

13.研究開発、特産品開発への支援 14.税の減免など立地優遇制度の拡充 

15.新産業を育成するプロジェクトの導入 16.ホームページ等で地元産業･企業の紹介 

17.経営相談の充実、専門家等の紹介 18.国の特区制度を活用した新産業振興 

19.融資制度の充実 20. 地元企業優先の下野市の調達 

21.その他の政策  

  具体的に) 

 

 

問 16 下野市の産業振興、企業誘致について、問題指摘、ご意見ご要望などを、お聞かせ下さい。 

自由にご記入ください） 

 

 

 

 

 

 

 

５）貴事業所の所在地等について伺います  

問 17 貴社・貴店の所在地はどちらですか？ （該当する番号に○印を） 

１．石橋第二工業団地 ２．西坪山工業団地 

３．石橋第三工業団地 ４．下坪山工業団地 

５．柴工業団地 ６．その他の場所(                         ) 

問 18 貴事業所の利用土地面積はどのくらいですか？ （該当する番号に○印を） 

  （事業所敷地の外、従業員駐車場など敷地外に所有又は賃借している土地面積を含む） 

１．1,000㎡未満      ２．1,000～3,000㎡未満    ３．3,000～5,000㎡未満 

４．5,000㎡～10,000㎡未満  ５．10,000㎡以上 

 

以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。 

回答済みのこの調査票は、返信用封筒に入れて、 

8月 10日(日)までに 郵便ポストに投函下さい。 


